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【警告】 

１．本機を取り扱う際は、必ず付属の取扱説明書に従い行う

こと。 

２．使用時、庫内には人が入っていないことを確認した上で

扉を閉めること。 

３．ガスの種類が異なっていると、異常燃焼により火災や一

酸化炭素中毒がおこる恐れがあります。 

４．煙突は高温になります。火傷をしますので直接触れない

こと。 

５．ガス漏れに気付いたときは、ガス事業者（供給業者）な

どの処置が終了するまで、火をつけたり、電源プラグの

抜差しなどをしないこと。 

炎や火花で引火して爆発事故を起こすことがあります。 

６．火災の原因にもなりますので本機の周囲には燃えやすい

物を置かないこと。 

７．制御盤に触れる時は、必ずコンセントから電源プラグを

抜くか、元電源を切ること。 

【禁忌・禁止】 

１．本製品は使用目的以外に使用しないこと。 

２．使用に先立ち、必ず本添付文書、本製品の『取扱説明書』 

  を熟読し、その内容を十分に理解し、その指示に従って 

  使用すること。 

３．消毒中及び直後、室内は高温になります。直接触れる時

は注意すること。 

４．使用時には、ガスコック開を確認すること。また長期間

使用しない場合はコックを閉めておくこと。 

５．運転中は、処理室の扉を開けないこと。 

※取扱説明書を必ずご参照下さい。 
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【形状・構造及び原理等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜外形寸法＞ 

幅   ： ８５０ｍｍ 

奥行き ：１８００ｍｍ 

高さ  ：１７１０ｍｍ 

 

＜仕様＞ 

*必要電源  ：三相ＡＣ２００Ｖ 

 

パネル   ：ＳＵＳ３０４、ＳＵＳ４３０ 

排気ダクト ：φ８０ ボイラー排気ダクト 

給湯器燃料 ：ＬＰＧ、１３Ａ 

 

＜原理＞ 

本機は、洗浄後蒸気を１０分以上噴射させることにより除染を

行う機械である。 

 

【使用目的又は効果】 

  再使用可能な器具等の除染・消毒のために用いる 

 

【使用方法等】 

１． 運転前の準備 

（１）運転中に給水量が不足しますと、ポンプの故障原因とな

りますので、水道栓は全開にして使用して下さい。 

（２）ガスの元栓を開けてください。 

（３）コンプレッサーからのエアーの確認を行って下さい。 

（４）洗剤が入っていることを確認して下さい。 

（５）排水口が詰まっていないことを確認して下さい。 

※ 詳細については、取扱説明書をご覧ください。 

 

２．処理対象物のセット方法 

※ 取扱説明書をご覧ください。 

 

３．運転方法 

（１）電源スイッチを“ＯＮ”にします。 

（２）給湯器のリモコンの“運転”ボタンを押し、電源を入れ

ます。 

（３）電源”スイッチをＯＮにするとモード選択画面が表示さ

れます。 

（４）“パターン１”～“パターン４”の中からモードを選択

してそれぞれのボタンを押してください。 

（５）モードを選択すると運転準備画面が表示されます。 

（６）設定、車椅子のセット及び洗浄室の扉が閉まっているこ

とを確認し、よろしければ“スタート”ボタンを押して

ください。運転を開始します。 

※ 詳細については、取扱説明書をご覧ください。 
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※取扱説明書を必ずご参照下さい。 

 

 

 

*【使用上の注意】 

１．処理対象物の材質により､その物の劣化又は破損等が生じ

る場合がありますので､ご注意願います｡ 

又､設定温度及び時間の数値を下げてご使用されますと､

消毒効果が得らない恐れがありますので､ご注意願いま

す｡ 

２．運転中、パイプ、ホース類の接続部から水漏れ等が無いか

時折確認すること。 

 

 

【保管方法及び有効期間等】 

＜保管方法＞ 

使用後は、装置（処理室内など）の清掃を実施し保管すること。 

 

＜耐用期間＞ 

１. 耐用期間 

本機の耐用期間は製造出荷後（納入後）４年とする。 

（自社認証による） 

２. 条件 

耐用期間の間に『添付文書』及び『取扱説明書』に示す

使用前点検及び、使用後点検を実施し、メーカーによる

保守点検、修理、オーバーホールを実施すること。 

 

【保守・点検に関わる事項】 

＜１＞使用者による保守点検事項 

『取扱説明書』別添、日常点検記録表の記載事項 

 

＜２＞業者による保守点検事項 

１． 給湯器の着火・燃焼状態確認 

２． 噴射される蒸気の圧力確認 

３． 洗浄水の吐出圧力確認 

４． 各ノズルの噴霧状態確認 

５． 制御部（一連動作）確認 

６． その他 

※．点検頻度は 1 回／年 以上を推奨 

 

 

【製造販売業者及製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元 

東海機器工業株式会社 

TEL 0568-68-7111 

 



 

 3 

 


